
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

～150 周年記念の年～ 

本宮日記 
校訓 「宝積

ほうじゃく

」 ～人に尽くして見返りを求めない～ 

 
7 月 19 日(金)第 12 分団な組 10 名の

方が本校にいらっしゃいました。 
新型コロナにより、ここ近年は山車の

奉納を見送ってきたようですが、6 年ぶ
りに山車の奉納を行うことになったとの
ことです。 
この貴重でめでたい取り組みを子ども

たちにも見て、触って、体験して感じて
もらいたいということからこの度の特別
授業を行って頂くことになりました。 
今年は、8 つの奉納組が予定されてい

ます。子どもたちが住んでいるこの本宮
地区から山車が奉納されるというのもな
かなかないことです。話によると、太鼓
の叩き手や山車の引き手として子どもた
ちも参加することができるようです。申
込用紙もお手元に届くと思いますので一
度ご覧下さい。 
 
(参考；盛岡観光情報より) 

岩手県の無形民俗文化財に指定されている
盛岡八幡宮祭りの山車行事は 1709(宝永 6)
年 9 月 14 日、南部藩の町造りが完成したの
を祝い、全町の若者ら町衆がそれぞれ趣向を
こらした丁印(ちょうじるし＝町の紋章・エ
ンブレム、各町の消防、自治的組織の標識)
などを盛岡八幡宮に奉納して 3 日間御城下
目抜き通りを練り歩いたのが始まりと伝えら
れています。 
この祭りのために、お盆明けから各町内で

山車づくりや太鼓の練習が始まります。祭り
の間、神社周辺の町内には次々と山車が通り
太鼓や おはやしの声で華やぎます。 



 

 

 

 

 

 

 - 松井秀太郎- 
ファーストアルバムより 

- TRUST ME- 
 


